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研究成果の概要（和文）：移住に関して、ⅰ)移住者の出身地の文化との関係、ⅱ)受入れ先の文化に対して持つ
関係、ⅲ)複数の文化が混合するハイブリッドな領域の創造という3つの文化人類学的観点で移民テキストを分析
し、これらの観点で分析する有効性が確認できた。また、移民テキストと第二次世界大戦中の亡命テキストの分
析比較により、双方が文化の境界を越えたトランスカルチャー性を有することが明かになった、即ち、双方の著
者は複数の文化に属し、文化の多重性が特徴となっている。このことから、移住の経験を文学的に表現すること
に関しては、移民文学と亡命文学との間に明確な線引きはなく、トランスカルチャー文学という概念のもと分析
される必要がある。

研究成果の概要（英文）：Under the three cultural anthropological perspectives: a) the relationship 
of texts with the culture of the migrants' home country, b) the relationship with their culture of 
reception, and c) the textual creation of a hybrid space in which multiple cultures are mixed, the 
analysis of the texts in Migration Literature was made and the effectiveness of analysis from these 
viewpoints was confirmed. In addition, the texts of Migration Literature were compared with the 
literary texts of exile during WWII. This comparison revealed that both groups of texts share 
fundamental characteristics, namely that they belong to more than one culture; they are 
characterized through a multiplicity of cultures. Therefore, there is no clear demarcation between 
Migration Literature and Exile Literature, and both groups of texts need to be analyzed under the 
common concept of Transcultural Literature.

研究分野： ドイツ文学
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１．研究開始当初の背景 

本研究の出発点は、移住（Migration）が
世界的な問題となっているという事実であ
った。いわゆる「労働者」の移住として、1950
年代に始まったドイツにおける現代の移住
の形式は、ドイツ文化と文学を変化させてき
た。今日では、ドイツ語による「移民文学」
というジャンルが生じている。この移民文学
ならびに移民テキストが本研究の対象であ
り、「移住」の概念そのものを捉える試みか
ら開始した。 
報告者は、過去の科研プロジェクトにおい

て、亡命文学および亡命テキストの研究を続
けてきた。伝統的な亡命文学研究は、1933年
から 1945 年にドイツ語圏から亡命した人々
の事例や作品を対象としてきたが、次第に、
移住・移民という時事的現象をも研究の対象
とするようになってきた。ヴァルター・A・ ベ
レントゾーン研究所のデルテ・ビショッフ教
授はその先駆者である。しかし、それらの先
行研究では、なぜ亡命テキストと移民テキス
トを同じ枠組みで分析するのかという点に
ついて、理論的基盤が欠けているように思わ
れた。そのため、下記の 3つの文化人類学的
視点から、亡命テキストならびに移民テキス
トをトランスカルチャー文学の概念を用い
て分析する必要性が生じていた。 
(1) 文化人類学的視点 

 移住は人類の歴史と同様に古いものであ
り、真に人類学的出来事である。そのため、
移住に関して、①移住者の出身地の文化との
関係、②移住者が受け入れ先の文化に対して
持つ関係、③複数の文化が混合するハイブリ
ッドな第三領域という３つの文化人類学的
観点から考察する必要があった。 
(2) 文学研究的視点 

これらの 3 つの文化人類学的観点から亡命
ならびに移住・移民を分析するためには、文
学作品ではない日記や手紙などの日常テキ
ストや音声資料も考察の対象とする必要が
あった。そのため、分析の対象となるテキス
トは、①移住者の日記や旅行手記、手紙、さ
らに関係者の口頭による証言も含めた文学
作品ではない日常のテキスト、②移住者が執
筆した文学作品テキスト、の 2 種に分類され
る必要が生じていた。 

 

 

２．研究の目的 

以上の背景から、本研究の目的は以下の 2

種類のテキストを分析し、過去の科研プロジ
ェクトで進めてきた亡命テキストと、本研究
で考察する移民テキストの間の共通点と差
異を明らかにすることであった。 

(1) 移民ならびに亡命の日常テキスト、オー
ディオ資料の収集と分析 

亡命テキストと移民テキストの比較を行う
ためには、まず資料収集が必須であった。ド
ルトムントのフリッツ・ヒューザー研究所、
ケルンの移民のためのドキュメントセンタ

ー・博物館および移民オーディオ文書館など
にて、移民の日常テキストの収集を行うこと、
また、音声によるデータに関しては、ワシン
トンのホロコーストミュージアムにてオー
ラル・ヒストリー・インタビューとして公開
されている、ホロコーストを生き延びた亡命
者へのインタビューと、移民オーディオ博物
館所蔵の移民へのインタビューを比較する
ことが課題であった。 
(2) 移民文学・亡命文学の分析 

 文学作品の分析に関しては、移民文学とし
て、先の 3つの文化人類学的観点にそれぞれ
合致する作品を取り上げ、分析すること、ま
た、亡命文学に関しては、リオン・フォイヒ
トヴァンガーのヨセフ三部作（1932-1942）
ならびにトーマス・マンの四部作『ヨセフと
その兄弟』（1933-1943）という二つの重要な
ドイツ語による亡命小説を分析することに
より、移民文学と亡命文学の類似点と差異が
明らかにされると考えた。 
 

 

３．研究の方法 

以上の目的に達するため、以下の研究方法
を用いた。 

(1) 資料収集および分類については、目的の
項目に掲げた通り、各文書館を訪れ、資料収
集を行い、分類を行った。 

(2) トランスカルチャー文学、トランスカル
チャー・テキストの定義と応用 

収集された移民テキストと亡命テキストな
らびに移民文学と亡命文学を分析する際、同
じ枠組みで比較をするための理論的基盤が
必要であった。報告者は、これらのテキスト
に共通する問題として、移住者の出身地の文
化と受け入れ先の文化の文化人類学的現象
および複数の文化が混合するハイブリッド
な領域に着目した。これらのテキストは、文
化の境界を越えており、トランスカルチャー
性という点で共通している。トランスカルチ
ャー・テキスト、トランスカルチャー文学の
定義をし、トランスカルチャーという観点か
ら文学作品とテキストの分析に臨んだ。 

 

 
４．研究成果 
(1) 資料収集 
 資料収集の面では、先に挙げた文書館にお
いて、東アジアへの亡命者の日常テキストを
収集し、分類および分析を行った。分析結果
の一部は本研究期間に発表したが、分類に関
しては、現在、論文としてまとめている。こ
れらの作業の結果、難民に関するペーター・
キューネ文書館やフルダ大学などにおいて、
さらなる調査の必要があることが明らかに
なった。音声によるデータに関しても、計画
通りにホロコーストを生き延びた亡命者へ
のインタビューと、移民へのインタビューを
比較した。この比較から、戦争時の命を救う
ための亡命と、平時の生活の向上のための移



住という違いはあるものの、移住の経験とい
う点で、両者に共通点があることが明らかに
なった。この共通点については、論文で分析
の成果を発表した。 

(2) 移民文学の分析 

 移民文学のテキストを先述の 3 つの文化人
類学的観点から分析した。①移住者の出身地
の文化との関係については、代表作として、
トルコ出身の作家 Emine Sevgi Oezdamar 

の Mutterzunge（1990）を取り上げた。こ
の物語で主題となっているのは、題名がすで
に示している通り、言語の問題である。主人
公は母語であるトルコ語をかつては労働者
ドイツ語と呼ばれた少数派のドイツ語とし
て、ドイツ文化の中でも維持したいと願って
いる。②移住者が受け入れ先の文化に対して
持つ関係については、同化という現象が見ら
れた。例として、シリア出身の Rafik Schami

の作品 Vom Zauber der Zunge（1998）を分
析した。この作品はドイツの伝統的なオリエ
ント描写に従って書かれ、ドイツ人読者の期
待に合致している。③複数の文化が混合する
ハイブリッドな第三領域については、トルコ
出身の作家 Feridun Zaimoglus の Kanak 

Sprak (1995)を分析した。この作品において
は、ドイツ語、トルコ語、アメリカ的な音を
有する造語からなる Kanak Sprak が作り出
されている。これらの 3 つの例が示す通り、
文化人類学的問いは文学の領域においては、
言語使用に焦点が当てられていた。 

(3) 亡命文学の分析 

 亡命文学の分析に関しては、リオン・フォ
イヒトヴァンガーのヨセフ三部作ならびに
トーマス・マンの四部作『ヨセフとその兄弟』
を分析した。両作品とも空間（後述の場所で
はないところ）という観点から移住の問題を
描出している。フォイヒトヴァンガーの作品
においては、西暦 70 年のローマ帝国による
エルサレム神殿崩壊によって生じたユダヤ
人のディアスポラ問題が描かれており、トー
マス・マンにおいては、自分の意志に反して
故郷からエジプトへの移住を強制された聖
書のヨセフ物語が取り扱われている。フォイ
ヒトヴァンガーに関しては論文 1 本、口頭発
表 3 本、トーマス・マンに関しては論文 1 本、
口頭発表 2 本によって研究成果を発表した。 

(4) トランスカルチャー・テキスト、トラン
スカルチャー文学の可能性 

トランスカルチャー・テキストとは、文化
的多重性によって特徴付けられているテキ
ストであると定義できた。文化的多様性の経
験について、その経験に一定の距離を置いて
文学的手法で表している場合、これをトラン
スカルチャー文学と呼ぶことができる。 

移民テキストと亡命テキストの分析ならび
に移民文学と亡命文学の文政の際に主要な
問いとなったのは、移住者の出身地の文化と
受け入れ先の文化の文化人類学的現象およ
び複数の文化が混合するハイブリッドな領
域であった。これらのテキストは、文化の境

界を越えるというトランスカルチャー性と
いう点で共通していた。すなわち、移住の経
験を文学的に表現することに関しては、移民
文学と亡命文学は暫定的に区別することが
できるのみであり、明確な線引きをすること
はできない。 

他方、本研究プロジェクトが進むにつれ、
出発点となった文化人類学的問いを空間と
いう観点から補う必要が生じた。その際、空
間（Raum）と場所（Ort）の差異について論
じたミシェル・ド・セルトーの理論を用い
た。移住とは、故郷という場所から一時的な
「場所ではないところ」への横断と捉えるこ
とができる。この「場所ではないところ」は、
時の経過につれて、次第に一つの場所、すな
わち新しい故郷となる。移住と亡命に関連付
けられたこの空間理論的問いについては、
2016 年のワークショップ、2017 年の国際コ
ロキウムで議論を深めた。国際コロキウムの
発表は論集として 2018 年末に出版予定であ
る。 
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